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４ 議事日程 

日程第１ 議第78号 垂井町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て 

日程第２ 議第79号 垂井町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について 

日程第３ 議第80号 垂井町職員の給与に関する条例及び垂井町一般職の任期付職員の採用等

に関する条例の一部改正について 
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５ 本日の会議に付した事件 

  議事日程のとおり 
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午前９時00分 開会  

○議長（後藤省治君） おはようございます。 

 これより令和２年第６回垂井町議会臨時会を開会し、本日の会議を開きます。 

 初めに、お願いがございます。 

 感染症の予防に取り組むため、今臨時会中、議会出席者のマスク着用を許可しております。

御理解を賜りますようお願いいたします。 

 また、傍聴される皆様におかれましても、マスクの着用を含むせきエチケットなどの御協力

をお願いいたします。 

 お諮りいたします。 

 今臨時会の会期は本日１日といたしたいが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決定しました。 

 本日の会議録署名議員には、垂井町議会会議規則第106条の規定により、９番 角田寛君、

10番 木村千秋君を指名いたします。 

 本日の議事日程は、あらかじめ印刷してお手元に配付いたしてありますので、これより議事

日程に入ります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 議第78号 垂井町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正につ

いて 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（後藤省治君） 日程第１、議第78号 垂井町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する

条例の一部改正についてを議題といたします。 

 朗読を省略し、提案者の説明を求めます。 

 町長 早野博文君。 

〔町長 早野博文君登壇〕 

○町長（早野博文君） 議第78号 垂井町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部

改正について、提案理由を申し上げます。 

 今回の改正につきましては、10月７日付の人事院勧告に伴います国の対応に準じ、期末手当

の引下げを行うため、所要の改正を行うものでございます。 

 細部につきましては総務課長に補足説明をさせますので、十分御審議の上、御賛同賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（後藤省治君） 総務課長 北村嘉彦君。 

○総務課長（北村嘉彦君） 議第78号 垂井町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の

一部改正について、補足説明をさせていただきます。 

 議案書、並びに新旧対照表１ページを御覧ください。 



－４－ 

 本条例は、同一の条例の一部改正を２条に分けて行う方式を取らせていただいております。 

 今回の改正につきましては、令和２年10月７日付の人事院勧告によります国家公務員の特別

給、期末手当の改正に準じまして、議員各位の期末手当の支給割合を年0.05月引き下げ、年

4.45月とし、また令和３年度以降は、６月、12月の期末手当支給割合を同率とするものでござ

います。 

 なお、期末手当の支給の基準日であります12月１日までに条例を改正する必要がございます

ので、本日提案をさせていただいたところでございます。 

 それでは、条文の中身について説明をさせていただきます。 

 第５条第２項中、期末手当の支給割合についての規定でございますが、「100分の225」を

「100分の220」に改めるものでございます。これは、令和２年度分の期末手当につきまして、

12月支給分で一括して0.05月分を引き下げるものでございます。 

 続きまして、第２条による改正でございます。 

 同じく第５条第２項中、期末手当の割合につきまして、「100分の220」を「100分の222.5」

に改めるものでございます。これは、第１条で令和２年度分につきまして12月支給分で0.05月

分を引き下げ、4.45月分といたしましたが、令和３年度分の改正であります第２条では、６月

支給分、12月支給分とも同率の2.225月とし、年4.45月にさせていただくものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、令和２年12月１日から施行するものでございます。ただ

し、第２条の規定につきましては、令和３年４月１日から施行するものでございます。 

 以上、補足説明とさせていただきます。よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（後藤省治君） これより質疑に入ります。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 議第78号 垂井町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正については、こ

れを原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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 日程第２ 議第79号 垂井町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（後藤省治君） 日程第２、議第79号 垂井町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一

部改正についてを議題といたします。 

 朗読を省略し、提案者の説明を求めます。 

 町長 早野博文君。 

〔町長 早野博文君登壇〕 

○町長（早野博文君） 議第79号 垂井町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正につ

きまして、提案理由を申し上げます。 

 今回の改正につきましては、議第78号と同様、10月７日付の人事院勧告に伴います国の対応

に準じ、期末手当の引下げを行うため、所要の改正を行うものでございます。 

 細部につきましては総務課長に補足説明をさせますので、十分御審議の上、御賛同賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（後藤省治君） 総務課長 北村嘉彦君。 

○総務課長（北村嘉彦君） 議第79号 垂井町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正

について、補足説明をさせていただきます。 

 議案書、並びに新旧対照表２ページを御覧ください。 

 本条例は、同一の条例の一部改正を２条に分けて行う方式を取らせていただいております。 

 今回の改正につきましても、議第78号と同様、令和２年10月７日付の人事院勧告によります

国家公務員の特別給、期末手当の改定に準じまして、特別職職員の期末手当の支給割合を年

0.05月引き下げ、年4.45月とし、また令和３年度以降は、６月、12月の期末手当支給割合を同

率とするものでございます。 

 なお、期末手当の支給の基準日であります12月１日までに条例を改正する必要がございます

ので、本日提案をさせていただいております。 

 それでは、条文の中身について説明させていただきます。 

 第５条第２項中、期末手当の支給割合についての規定でございますが、「100分の225」を

「100分の220」に改めるものでございます。これは、令和２年度分の期末手当について12月支

給分で一括して0.05月分を引き下げるものでございます。 

 続きまして、第２条による改正でございます。 

 同じく第５条第２項中、期末手当の割合につきまして、「100分の220」を「100分の222.5」

に改めるものでございます。これは、第１条で令和２年度分につきまして12月支給分で0.05月

分を引き下げ、4.45月といたしましたが、令和３年度分の改正であります第２条では、６月支

給分、12月支給分とも同率の2.225月とし、年4.45月にさせていただくものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、令和２年12月１日から施行するものでございます。ただ

し、第２条の規定につきましては、令和３年４月１日から施行するものでございます。 
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 以上、補足説明とさせていただきます。よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（後藤省治君） これより質疑に入ります。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 議第79号 垂井町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正については、これを原案

のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 議第80号 垂井町職員の給与に関する条例及び垂井町一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部改正について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（後藤省治君） 日程第３、議第80号 垂井町職員の給与に関する条例及び垂井町一般職

の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 朗読を省略し、提案者の説明を求めます。 

 町長 早野博文君。 

〔町長 早野博文君登壇〕 

○町長（早野博文君） 議第80号 垂井町職員の給与に関する条例及び垂井町一般職の任期付職

員の採用等に関する条例の一部改正につきまして、提案理由を申し上げます。 

 今回の改正につきましては、10月７日付の人事院勧告に伴います国の対応に準じ、期末手当

の引下げを行うため、所要の改正を行うものでございます。 

 細部につきましては総務課長に補足説明をさせますので、十分御審議の上、御賛同賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（後藤省治君） 総務課長 北村嘉彦君。 

○総務課長（北村嘉彦君） 議第80号 垂井町職員の給与に関する条例及び垂井町一般職の任期

付職員の採用等に関する条例の一部改正について、補足説明をさせていただきます。 

 議案書、並びに新旧対照表２ページを御覧ください。 
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 この条例につきましては、４条に分けて行う方式を取らせていただいております。 

 今回の条例改正につきましても、先ほど来申し上げておりますように、本年10月７日付の人

事院勧告によります国家公務員の特別給、期末手当の改定に準じまして、一般職につきまして

は、第１条及び第２条、特定任期付職員につきましては、第３条及び第４条で期末手当の支給

割合を年0.05月引き下げ、それぞれ年2.55月、年3.35月に、また令和３年度以降は、６月、12

月の支給割合を同率とするものでございます。 

 なお、期末手当の支給の基準日でございます12月１日までに条例を改正する必要がございま

すので、本日提案をさせていただいております。 

 それでは、条文の中身について説明をさせていただきます。 

 第１条でございます。 

 垂井町職員の給与に関する条例の一部改正でございます。 

 第19条第２項及び第３項中、期末手当の支給割合についての規定でございますが、「100分

の130」を「100分の125」に改めるものでございます。19条第２項につきましては、令和２年

度の期末手当について12月支給分で一括して0.05月分を引き下げるものでございます。 

 同条第３項につきましては、再任用職員の期末手当に関する支給の割合の規定について、一

般職の規定を準じておりますので、その割合を改めるものでございます。 

 続きまして、第２条による改正でございます。 

 同じく第19条第２項及び第３項中、期末手当の割合について、「100分の125」を「100分の

127.5」に改めるものでございます。これは、第１条で令和２年度分の期末手当につきまして

12月支給分を0.05月分引き下げ、勤勉手当と合わせまして年4.45月といたしましたが、令和３

年度分の期末手当の改正でございます第２条では、６月支給分、12月支給分とも同率の1.275

月とし、勤勉手当と合わせまして年4.45月にさせていただくものでございます。 

 また、第１条と同様に再任用職員の期末手当に関する準用規定の割合についても改めるもの

でございます。 

 第３条でございます。 

 垂井町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正でございます。 

 第８条第２項中、特定任期付職員の期末手当の支給割合についての規定でございますが、

「100分の130」を「100分の125」に、「100分の170」を「100分の165」に改めるものでござい

ます。これは、特定任期付職員の期末手当に関する支給の割合の規定について、一般職の規定

を準用しておりますので、その割合を改めるとともに、令和２年度分期末手当につきまして12

月支給分で一括して0.05月分を引き下げるものでございます。 

 続きまして、第４条による改正でございます。 

 同じく第８条第２項中、期末手当の割合につきまして、「100分の125」を「100分の127.5」

に、「100分の165」を「100分の167.5」に改めるものでございます。これは、第３条で令和２

年度分期末手当につきまして12月支給分で0.05月を引き下げ、3.35月といたしましたが、令和
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３年度分の期末手当の改正であります第４条では、６月支給分、12月支給分ともに同率の

1.675月とし、年3.35月にさせていただくものでございます。 

 また、３条と同様に、特定任期付職員の期末手当に関する準用規定の割合につきましても改

めるものでございます。 

 附則でございます。 

 附則第１項、施行期日の規定でございますが、この条例中、第１条、第３条及び附則第２項

の規定につきましては、令和２年12月１日より、第２条、第４条及び附則第３項の規定は、令

和３年４月１日から施行するものでございます。 

 附則第２項及び附則第３項でございますが、垂井町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例の一部改正でございまして、附則第２項につきましては、第15条第１項及び第27条

中、それぞれフルタイム会計年度任用職員、パートタイム会計年度任用職員の期末手当の支給

割合についての規定でございますが、「100分の130」を「100分の125」に改めるものでござい

ます。これは、会計年度任用職員の期末手当に関する支給の割合の規定につきまして、一般職

の規定を準用しておりますので、第１条の改正に合わせて割合を改めるものでございます。 

 続きまして、附則第３項でございますが、附則第２項の改正と同様に、第15条第１項及び第

27条中、「100分の125」を「100分の127.5」に改めるものでございます。こちらの改正につき

ましても、附則第２項の改正と同様に、第２条の改正に合わせて割合を改めるものでございま

す。 

 以上、補足説明とさせていただきます。よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（後藤省治君） これより質疑に入ります。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 議第80号 垂井町職員の給与に関する条例及び垂井町一般職の任期付職員の採用等に関する

条例の一部改正については、これを原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。よって、本日の会議を閉じ、これをもって



－９－ 

令和２年第６回垂井町議会臨時会を閉会いたします。 

午前９時22分 閉会  



－１０－ 
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